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を認めた,に機 腸管は著明に拡張,--一叢駈門額頭腸管をこぼ

由色粘土様U)内容を認め極めて細かつた.また大網をこ包

埋 された約 3cm の褒状物を認めた,これは壊死腸管が

意離 した屯a)と考えられた.手術は拡張膨東部を切険 し

端射 こ吻合したL鮪当日より連 日ガ射 ､ログラフイソ院

勝を得ない,経に3摂取はLア病田より開娩 経過は順調で
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を経験 した｡駁治争術として G王A 吻合野を用いた M離 豆m

手術を施行 したがそ翻間濁点をこついて若干の文献的考察

を食め言及 した.
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症例はヨガ用の激児初審隼 息F--38日満期 正 常 分 娩 をこ て
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糖に異常はなかったが9 3カ53検診 で 腹 部 膨 満 を 指 摘 き

れ 当院小児科を受診 し 直ちに Å 院 と な っ た も Å 院 時

著明な肝藤太と貧血を認めず∴ 脚 P 3 ,78叡 暇 /m l で あ っ

上上一,城中 ＼rl･l▲-＼tlTコ/[LylllL, い . , 操 車 l lLt-(_I. Y;二日 /′H

m鍔Cr.と異常高値を示 L た . 篠 崎 の 検 査 よ り 転 移 巣

は肝のみと判定,右副 腎 原 発 の 神 経 芽 細 胞 藤 st媚 e 閥

-Sと診断 したtjam e s 療 法 を 施 汚 し 晋 肝 願 太 が 改 善

した6月20E3をこ藤 藤 を 摘 出 し た , 審 症 例 の 経 過 を 述 べ る

とと屯に若干の 考 察 を 加 え て 報 告 す る .

封 背 部 よ り 発 塗 し た 乳 児 型 線 維 内 藤 の 且 例
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3 割 鷲 検 診 を 機 会 をこ 診 断 さ れ た 背 部 発 生 の ｢乳 児 型 線

鱒 潤 願 J a")治 療 経 験 を 報 告 す る .

症 例 は 3 才 6 ケ 月 の 女 児 で , 2 才 頃 か ら 背 部 の 膨 隆 に

気づかれていたが3才児検診で異常を指摘され受診となっ

たr減感は径3cm 太の満了勤健のない弾性硬,豪商平滑

なあのであったが,題密漁検査で皮下の充実性の腫癖で

あり.腹腰との逮紋のないことが判明嘗/たため摘出術を行っ

腰痛で,術中迅速病理検索をこて悪性が疑われたため筋層

を含め摘出を行-｡た.組織像は紡線形gp瞳癌細胞が密をこ

増殖 し∴-部は浸潤性であり,発症細胞浸潤や血管外威厳

様の所見とあわせ ｢乳児型線維肉腫｣と診断された.術

後化学療法は行っていないが予4ケ)=遠を経過 し局所再発

や肺転移の所見はない魯なお審症例は左腎無形成を合併

しており審疾患の党棄性素因を寛拍するものと考えられ

上.

馴 鹿遺静脈癖をこ対する硬化療法 とくに手技 と
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内 祝 的 硬 化 療法として92T shoTも型の内視線を用い

ブ 盲卜 -ハ ン ド法で静脈感内直接注入法を施行してきたが7

奪 回 き ゃ で uアふスチニL-ブを改良し塩化どこ-ル性,

軟 性 透 明 チ エヱ--ブにtj駿E3パル--J及び穿刺針透導チャソ

ネ ル を 設 置 L硬化療法済ガイ ドチ二l:---プとし使用 し以下

の 結 論 を えた食吊 プu--ソド法と比較 しより安全確

実 な 穿 刺 が行丁能となったV2)穿刺針が)呼吸性移動の影

響 な く 静 脈療遣敵 性測定が施行できた句3)静脈療出

血 時 に 転 圧迫止血が容易で段好な視野を確保できた.射

m 側 バ ルー-調こより金身血流中-の散布を減少 しえた.

削 いわゆ る食道癌肉腫の 且例
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食 道 をこ 原 発 す る悪性膝癌のうち,同一獲轟内に癌腫と

肉 感 が 混 在 す る い わゆる癌肉腫はきわめてまれな疾患で

あ る . わ れ わ 摘 ま 凝逝 この且例を経験 Lたので報告する.

症 例 は , 燕 下 困 難 を主訴として釆霞冨し 食道造影およ

び 食 道 内 視 鏡 検 査 で 予 胸部率 曲下部食遠をこ腫療型の隆起


